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33--33..都都市市型型木木造造ビビルルのの取取組組技技術術  

都市型木造の合理的な建築計画にあたり、地震水

平力・耐火安全性・経年クリープなど木構造の課題

解決に向けて、凹型の敷地形状を活かし、西側に

「一般執務エリア」(鉄骨造)、「緩衝エリア」を挟

み、東側・新橋赤レンガ通りに面して多様な活動を

促す「コミュニケーションハブ」(木造)を配する３

つのブロックで構成した。活発で柔軟な働き方に対

応すべく多様な場を創出、部門間をつなぐ開放的な

縦動線設定と共に、オープンパントリー・吹抜テラ

ス・オープン階段・執務スペースの一体性・回遊性

を創り込んだ全体構成である。木造エリアは、4.5m 

スパンの門型木架構を3.6mピッチで配列し、長期荷

重のみを負担する計画とし、地震時の水平力は、

「緩衝ゾーン」のコンクリートスラブを介して鉄骨

エリアに伝達することで、木造エリアを自由度の高

いオープン架構とした。また、鉄骨エリアの剛心位

置を部材断面で調整し、各層で重心位置にできるだ

け近づけることで、地震時にねじれ振動が生じにく

い構造架構である。建築基準法で定められた必要耐

火性能に対し、耐火性能検証を行うことにより、地

上木造は全て１時間耐火性能に統一し耐火被覆層を

低減し、スレンダーな木架構を実現した。鉄骨造と

木造の垂直分割ハイブリッド構造の課題である木造

柱の経年クリープに追従できるように「緩衝ゾー

ン」の鉄骨小梁が取合う接合部(ガセットプレート)

にルーズホールを設け、スラブには補強筋を配置

し、ひび割れ誘発目地を敷設した。北側隣地は将来

敷地拡張の可能性を考慮し、地上鉄骨造のみで増築

できるように杭を事前に施工している。敷地や都

市、地歴を丁寧に読み解き、未来を思い描き、技術

を積み重ねることで経年に耐え、街の風景となるこ

とを願った(図８)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４..ままととめめ「「鹿鹿島島東東北北支支店店ビビルル建建替替計計画画」」  

現在、「鹿島東北支店ビル」(図９・10)を建替え

計画中であるが、これは、鉄骨造のコアに挟まれた

執務スペースを FR ウッドで構成する計画となって

いる。ここでは、「ジューテック本社ビル」で培わ

れた中高層木造建築の技術に加え、新たに「欄間制

震」と名付けた日本伝統の木造架構形式にヒントを

得た木造に適した制震システムを開発し、採用して

いる。同時に、構造的に鉄骨造のような強度のない

木造を無理させることなく、多柱空間とすることで、

かつての日本建築に見られるような木に囲まれた居

心地のよい新しいオフィス空間を目指している。更

には、2,000 ㎥程度の木材調達について、「鹿島テ

クニカルセンター」でチャレンジした、社有林を含

む川上から川下まで繋ぐ木材の持続可能なサプライ

チェーンの構築に東北エリアを中心に取り組んでい

る。 

この「鹿島東北支店ビル」は、「ジューテック本

社ビル」や「鹿島テクニカルセンター」での試みを

更に発展させ、木造・木質化の広範囲な課題に真摯

に応え、中高層木造ビルの一つの可能性を示したい

と考えている(図 11)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わだ・あつし 

（鹿島建設株式会社 建築設計本部 技師長） 

はらしま・ひろき 

（鹿島建設株式会社 建築設計本部 木推進グルー

プ チーフ） 

(図 8)都市型木造の合理的な建築計画 

３ブロック構成による地震、火災、クリープに対応 

(図 9)鹿島東北支店ビル外観 

 

(図 11)鹿島が目指すこれからの木造 

 

(図 10)鹿島東北支店ビル執務室内観 
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〈特集〉 

木組み －木造建築における伝統工法－ 

 
谷川 一雄 

１．日本の伝統木造建築 

①木の文化 

日本は、木の文化の国である。社寺や彫刻また橋

など、ヨーロッパの多くの国では石造りで石が中心

であるのに対して、日本は木造の木が中心の文化で

ある。そしてその材料を生み出す森林は現在でも、

国土の約 68％をおおっている。OECD 加盟国では、フ

ィンランド、スウェーデンに次ぎ第３位で、日本の

森林がいかに豊かであるかがわかる。このように、

豊富な木材に支えられて、木造建築が発展し、日本

の木の文化は受け継がれてきた。 

 

②多彩な伝統技術 

伝統的な木造建築には多くの技術が集結している。

たとえば壁を例にとってみると、伝統の工法は土壁

である。現在の建築物では石膏ボードにビニールク

ロス張りが中心で、土壁でつくられることはほとん

どない。そのほかの伝統工法をあげると、屋根では

檜皮葺き(ひわだぶき)や茅葺き(かやぶき)などの天

然素材や瓦によるものがある。伝統木造建築の主た

るものである社寺では、漆や彩色、彫刻、錺金物(か

ざりかなもの)など多くの技術があげられる。 

 

２．木組み 

①木組みとは 

日本の伝統木造建築の中でもその根幹ともいえる

のが木組みである。日本の伝統的な建築というと「釘

を 1 本も使わないでつくる…」ということを、思い

浮かべる方も多いと思う。木組みは、伝統木造建築

において釘や接着剤を使わずに、木と木を強固に組

み合わせる、日本が世界に誇る技術である。たとえ 

ば、長い材料が必要なときに、1 本の木では長さが

足りないので、２つの材料をつなげなければならな

い。そのときに木と木がしっかりつながるような形

に彫り、組み合わせてつなぐ方法である。 

 

②木組み文化の発展 

その歴史は、桜町遺跡（富山県小矢部市）で発掘

された木組みによって、4000 年前の縄文時代までさ

かのぼることができる。そこには今の木組みの原型

となるものが多数あることに驚かされる。 

そして６世紀に入り、大陸から仏教とともに入っ

てきた技術を柔軟に取り入れ、さらに優れた感性で

日本独自の工夫をし、豊富な木材を背景に大きく発

展してきた。 

さらにその後は、建物の大型化に加え大きな木材

の不足などもあり、木と木をつなぐ必要性が高くな

った。また室町時代には縦挽き鋸(たてびきのこ)や

台鉋(だいがんな)などの大工道具の発展に加えて、

大工の創意工夫により技術も磨かれていった。こう

して木組みの技術と文化は発展したのである。 

 

③木組みの種類 

 大きくわけると、木材同士をまっすぐにつなぐ継

ぎ手(写真１)と、直角や斜めにつなぐ仕口(しぐち)

（写真２、３）がある。その数は 4000 種類もあると

いわれている。それらの部材を単純につなげるもの

から、複雑に組んでつなげるものまで、数千個以上

も組み合わせて、大きな塔や建物を組み上げる。 

木組みは建物の外からでは見えないものもあるし、

また木組みの組まれた内部も見ることができない。

外からではただの 1 本の角材に見えるものが、外し

てみるとその内部が複雑に彫り込まれていることに

目を見張る。 

 

写真 1 継ぎ手（腰掛け鎌継ぎ） 写真 2 仕口（台輪留め） 写真 3 仕口（軒桁回転組み） 

特集：ものづくりと木造建築
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木組み －木造建築における伝統工法－

� 谷川　一雄 

10



1 1  

３．木組みの使用場所の例 

①斗組み(ますぐみ)の例 

伝統建築は木造の建物であるから、ほぼ全体が木

で組み立てられている。したがって木組みは建物全

体に使われている。写真５は奈良にある薬師寺三重

塔（写真４）の初重斗組み(しょじゅうますぐみ)部

分の模型（実物の 75％）である。斗組みは、斗と肘

木(ひじき)の部材を中心に重ね組み合わせて形成さ

れている。屋根を大きく張り出させるための機能を

持つと同時に、意匠の面でも華やかさを演出してい

る。写真６は初重斗組み部分の模型(写真５)の分解

した部材を並べたもので、約 50 個ある。主要な部材

には部材名や番号が振ってあり、どの場所に使われ

るかが一目でわかるようになっている。組み立てる

のに接着剤も釘も使用していないので、分解してま

た組み立てることができる。薬師寺の塔では約

15,000 個の部材が使われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②釘は使うのか？ 

釘を一本も使わずとよくいわれるが、構造的に重

要な部分には補助的に釘を使っている。その釘は現

在一般的に使用されている洋釘ではなく和釘と呼ば

れるもので、大きさは６㎝くらいから大きなもので

は 60 ㎝近くに及ぶ（写真７）。専門の鍛冶職人の手

により、１本ずつ叩いて作られる和釘は、洋釘に比

べて錆びにくいなどの耐久性がある。 

小学校の教科書でも紹介されている鍛冶職人の白

鷹幸伯(しらたかゆきのり 1935～2017)は、宮大工

の鬼と呼ばれる西岡常一(にしおかつねかず 1908

～1995)に薬師寺西塔再建に使う釘の製作を頼まれ

た。このときに、千年もつ建物に使う釘だから千年

もつ釘を作ると取り組んだのである。 

 

４．伝統文化である木組みの技術継承 

伝統といわれるものが、存続の危機に直面してい

るのは建築の分野だけではなく、ものづくりの世界

全般にいわれている。木組みの技術も状況は同じで

ある。伝統木造建築の需要が激減している、大きな

木材が手に入らない、宮大工を含む大工の数が減っ

ているなどが大きな理由である。 

この伝統技術が継承されなければどうなるのであ

ろうか。世界最古の木造建築といわれる法隆寺金堂

が 1300 年受け継がれているのは、木組みの技術が

あるからといえる。木組みの持つ、解体してもまた

組み立てられるという大きな特徴があるからである。

傷んだ部分を取り除き、替わる部材で補修すること

で、また生き続けられる。一度途絶えてしまった技

術の復活は難しいものである。 

新しい文化や技術を展開させながらも、古くから

の伝統文化や技術が継承されることを願ってやまな

い。 

 

 

 

 

参考・資料提供 

[1]木組み博物館 

https://www.kigumi.tokyo 

 

[2]木組みの伝統技術：日本の誇る技と文化を伝える

／谷川一雄 谷川一美 理工図書 2025 

 

 

たにかわ・かずお 

（木組み博物館 館長） 

写真 4 薬師寺三重塔 

（〇の部分が初重斗組み） 

写真 5 初重斗組み部分模型 

写真 6 模型の解体部材 

写真 7 和釘（作：白鷹幸伯） 
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